
 

第 62 回東京心エコー図研究会 幹事会 議事録 
 

日 時 ： 平成 29年 11月 18日（土）13：00～13：30 

場 所 ： JR東京総合病院 病棟  3階  第三会議室 

司  会 ： 馬原 啓太郎 先生（第 62回当番幹事 榊原記念病院） 

     赤石 誠 先生（代表幹事 東海大学医学部付属東京病院） 

出席者 ：赤石 誠先生、浅川 雅子先生、芦原 京美先生、石塚 尚子先生、 

岩永 史郎先生、鈴木 健吾先生、瀬尾 由広先生、大門 雅夫先生、     

富松 宏文先生、馬原 啓太郎先生（五十音順） 

 

＜議  題＞    

１）第 61回研究会の報告 

 

① 第 61回東京心エコー図研究会 世話人会議事録について 

 

② 第 61回東京心エコー図研究会  結果 

第 61回は医師＝64名  臨床検査技師他＝200名の計 266名の参加。 

 

③ 第 61回東京心エコー図研究会 症例検討会 ベストイメージング投票結果報告 

三宿病院 循環器科 佐藤和輝先生の「溶血性貧血の一例」をベストイメージングと

して表彰。 

 

 

２）第 62回研究会について 

 

① 症例検討会 

4施設より演題を応募。発表施設はプログラムを参照。 

 

② 症例検討会の抄録の扱い 

例年通り、症例検討会後の休憩時の配布とする。 

 

③ 症例検討会投票のご依頼 

ベストイメージングの発表と表彰を特別講演の終了後に行う。 

集計方法については、症例検討 4題目終了後の休憩時間に回収ボックスを入口 

付近に配置。結果に関しましては、特別講演終了後に発表。 

 

④ 特別講演 

第 62 回特別講演として、浜松医科大学 内科学第三講座 教授 前川 裕一郎 先生に



「心臓イメージングモダリティを活用した閉塞性肥大型心筋症に対するカテーテル治

療」また、共催メーカーの都合により教育講演を設け、国際医療福祉大学医学部循環

器内科 三田病院 肺高血圧症センター 准教授 田村 雄一 先生に「軽症でも見逃

さないための PEの診断と最新の治療」の演題にてご講演をいただく。 

 

 

３）次回以降の研究会に関する確認および決定事項 

 

① 第 63回開催予定日の確認 

当番幹事：鈴木 健吾先生（聖マリアンナ医科大学） 

会場：JR東京総合病院 

日程：平成 30年 5月 19日（土） 

 

② 第 64回開催予定日の確認 

当番幹事：小板橋 俊美先生（北里大学） 

会場：JR東京総合病院 

日程：平成 30年 11月 17日（土） 

＊小板橋先生は幹事会欠席であった為、後日第一三共担当者が確認、日程の了承を得

ました。 

 

４）幹事会 検討事項 

 

① JR東京総合病院での開催について 

今回、JR東京総合病院の講堂にて研究会を開催。本研究会を JR東京総合病院  

循環器内科の臨床研修の一環とすることで、会場が使用できる。 

各種単位を必要としない JR東日本関係スタッフについては、参加費を無料とする。 

     

② 今後の研究会運営について 

・研究会の開催案内について 

日本心エコー図学会の H.P. ( http://www.jse.gr.jp/ )の「関連学会」のページ 

に案内を掲載。案内状も 10月の下旬に一斉配信を行った。 

 

・東京心エコー図研究会ホームページ運営について 

     今後のホームページ管理費については協賛費にて運営。 

     アクテリオン、GEヘルスケア・ジャパンから協賛を受けていることを報告。 

 

・学会単位申請について 

日本超音波医学会にて専門医、検査士単位を承認。 

 

・学会後援の報告 

日本心エコー図学会の後援を受けていることを報告。 

 

http://www.jse.gr.jp/


５）幹事会 審議事項 

 

① 第 65回研究会  当番幹事・日程の報告 

幹事会で新たに会員に承認された新規会員の先生の中から有田 秀紀先生（東京医科

歯科大学 2000年卒） 

  ＊有田先生は第 62回本会に出席されておられましたので、赤石先生・第一三共から有

馬先生に確認、ご承諾いただきました。 

 

② 新入会員について大門雅夫先生より順天堂大学循環器内科 宮崎彩記子先生の推薦

があり、幹事会にて承認された。 

 

 

６）幹事会 報告事項 

 

① 第 61 回の幹事会にて、顧問就任を要請した鈴木先生、竹中先生にご承諾いただいた

ことを報告した。 

 

② 当研究会顧問であり、研究会発足当時よりご参加されておりました中村憲司先生が急

逝されたことを報告。会員名簿の記載方法について討議、「（故人）」を付記して

当面はそのまま継続してお名前を残すこととした。 

 

 

以上 

 


